
ブラジルの日本食市場

国内に多数の日本食品メーカーが存在

• 移住者によって大きな日本食市場が形成された。

• 多数のメーカーが存在し、多種類の食品を製造。

• 日本からの輸入が増えても淘汰されず、商品、値段によ

る住み分けが行われた。

• 日系人はブラジル国産の日本食品の味に馴染んでいる。

低価格のものが中心

• どうしても最終価格が高くなるので、日本で低価格帯の商

品を中心に輸入されている。

• 米国での販売価格と比べて50%から100%高い印象。

• 同じカテゴリー内の商品の種類は比較的少ない。

日本食の外食市場が大きい

• Tripadviserではサンパウロ市内に1086軒（イタリアン

1551軒、ステーキハウス313軒）

• 高級店を除けばブラジル国産の食材で料理を提供。

• 日本製の食材はほとんど使われていない。

• 海苔、コンブ、ワサビなどは中国製、韓国製。

• 業務用食品の市場開拓の余地が残っている
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日本人一世（移住者）

日本人一世（駐在員）

日本での就労経験者

日系二世

三世以降、一般ブラジル人

• 海外在留邦人数調査統計で約4万6000人（外務省海外在留邦人数調査

統計、2020年10月）

• 高齢化が進んでおり、大部分が70代以上

• 海外在留邦人数調査統計で約3600人（同）

• 米国（21万1000人）や中国（10万7000人）と比べて非常に少ない。

• 輸入日本食品についての需要は高いが人数が少ない。

• 日本で就労した日系人の帰国者が多い。

• 日本で「本物」の日本食を食べていたので味を知っている。

• 日本生活への懐かしさもあり重要なセグメント

• 主に日本食で育てられた人が多い。

• ブラジル国産の日本食品に馴染みが深い。

• 戦後移住者の子弟の場合、50代後半から60代。

• 主に日本食をレストランやイベントで覚えたグループ。

• 日本食については外食が中心で自宅での調理のケースは少ない。

• 日本食レストランでは最大の顧客グループ。
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流通チャンネル

食品メーカー

ブラジル側のパートナーのエクスポーター

自社店舗

ECサイト 日本食品店 一般スーパー 日本食レストラン 日本酒・焼酎専門店

主にサンパウロ以外への販売

問屋
メーカーが直接輸出できる場合

大部分がインポーター自身によって
卸販売されている。

中国人系の2社は大型店舗をもっている

インポーター

代理店

国内産の日本食品のディストリビューションを行っている業者の輸入への参入の動きも
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ブラジルで販売されている日本食品（食品店での製品の種類）

カテゴリー 商品例

ブラジル国産と日本製が共存

ブラジル国産が多いもの 漬物、醤油、味噌

日本製が比較的に多いもの 乾麺、各種タレ類

日本製が圧倒的に多いもの

麺つゆ、粉末出汁、レトルト食品、カレーのルー、菓
子、キャンデー、せんべい、おかき、ふりかけ、お茶
漬けの素、唐揚げ粉、冷凍麺（うどん、ラーメン）、
鰹節、ひじき

拮抗しているもの
ごま油、カレー粉、マヨネーズ、調味料（ソース、酢
その他）、納豆（輸入品は冷凍）

日本製が少なくなったもの（韓国製、中国製にほぼ置き換わったもの）
海苔、ワサビ、ワカメ、干し椎茸、水産物、水産加工
品、梅干し

日本製が韓国製、中国製と共存しているもの インスタントラーメン、乾麺、パン粉、天ぷら粉

韓国製、中国製が多いもの
水産物（煮干し、アミその他）、冷凍水産物（サンマ、
シシャモ、貝類）、紅ショウガ、寿司ガリ

ブラジル製しかないもの
豆腐その他生鮮、練り物、干物、餃子の皮、ラッキョ
ウ漬け
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カテゴリー別トレンド

【菓子類】

⚫ 一般ブラジル人、とくに若年層に人気があり、食品店も大

きなスペースをとっている。

⚫ もっとも輸入量が多いのは飴、キャンディ類。

⚫ ブラジル人にとって分かりやすい商品。

【日本酒】

⚫ ブラジル国産、米国産、日本製の3種類がある。

⚫ ブラジル国産日本酒のシェアが大きい。日本製では大手酒

造メーカーの輸入量が多い。中小メーカー製（地酒系）は

主にレストラン、ECサイトでの販売が多い。

⚫ 一般スーパーでの販売は国産、米国産が中心。

【水産物】

⚫ 一部（ブリ、鰹節）の輸入はあるが、その他はほとんど日

本から輸入されていない。

⚫ ホタテは米国、チリ、ペルー産、国産があり普及してきて

おり、ブラジル人によく知られるようになった。

⚫ 日本さんのホタテの品質、大きさはシェフによく知られて

おりポテンシャルがある

【インスタントラーメン】

⚫ 日本製の種類が少なくなってきている。

⚫ 日本メーカーの米国で製造しているものも輸入されている。

⚫ 韓国製の製品も日本食品店におかれている。

【調味料】

⚫ 日本の味を簡単に出せるので人気。

⚫ 味噌、インスタント味噌汁、納豆は国産のものと比較的価

格差が小さい。

⚫ 業務用のもののレストランでの使用が比較的少ない。

【お茶】

⚫ 緑茶は国産のものも存在する。

⚫ 抹茶は以前から抹茶アイスでブラジル人によく知られてい

る。国産のものもあるが非常に高価。

⚫ カフェで提供が始まったばかりで、業務用として伸びしろ

があると思われる。
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輸入食品と陳列棚
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カレー、麻婆豆腐 キャンディ、飴類 蕎麦ツユ、ドレッシング他調味料類

冷凍ラーメン 冷凍うどん 冷凍食品（たこ焼き、ピラフ、コロッケ）

出所：JETRO撮影サポーター店舗



輸入食品と陳列棚
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日本酒（食品店） 日本酒（専門店） 日本酒（食品店）

日本食品店の様子 日本食品店の様子天ぷら粉、パン粉

出所：JETRO撮影サポーター店舗



日本食レストラン

8

最高級店 居酒屋タイプ

カフェ（日本風ケーキ他） 寿司専門店 ラーメン専門店

うどん専門店 手打ちを実演している

出所：JETRO撮影サポーター店舗
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